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協
働
で
築
く
力
強
い
足
立
区
の

実
現
を
め
ざ
し
ま
す

み
ん
な
で
築
こ
う
足
立
の
自
治
　
足
立
区
自
治
基
本
条
例

自
治
を
実
現
す
る
た
め
の
自
治
基
本
条
例
(
1
面
)
と
、
協
働
を
経
営
理
念
と
し
た
具
体
的
な
施

策
で
あ
る
基
本
計
画
(
4
・
5
面
)
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
足
立
区
自
治
基
本
条
例
」
は
、
1
6年
1
2月
の
第
4
回
足
立
区
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
、
4
月
1

日
に
施
行
さ
れ
ま
す
。こ
の
条
例
は
、自
治
の
理
念
に
基
づ
い
た
区
政
運
営
の
仕
組
み
を
定
め
、区

民
、
議
会
、
行
政
が
こ
れ
を
順
守
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
治
の
確
立
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

区
の
憲
法
「
自
治
基
本
条
例
」

自
治
基
本
条
例
は
、
自
治
の
基
本

理
念
、
区
民
の
権
利
お
よ
び
責
務
、

区
長
の
責
務
、
区
議
会
の
役
割
、
参

画
と
協
働
の
仕
組
み
、
区
政
運
営
の

基
本
的
事
項
を
定
め
て
お
り
、
い
わ

ば
「
区
の
憲
法
」
と
い
え
る
条
例
で

す
(
図
1
)
。

図1　 自治基本条例のイメージ

条
例
の
概
要

□
区
民
の
権
利
お
よ
び
責
務

区
政
運
営
に
参
画
す
る
権
利
、
区

が
保
有
す
る
情
報
の
公
開
お
よ
び
提

供
を
受
け
る
権
利
を
保
障
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
納
税
の
義
務
、
選
挙
権

の
行
使
に
努
め
る
こ
と
を
定
め
て
い

ま
す
。

□
区
長
の
責
務

区
長
は
、自
治
を
実
現
す
る
た
め
、

誠
実
か
つ
公
正
に
区
政
を
執
行
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

□
区
政
運
営
の
基
本
原
則

区
は
、
区
民
の
自
主
性
を
尊
重
す

る
と
共
に
、
公
共
的
課
題
を
解
決
す

る
た
め
、
区
民
と
協
働
し
て
区
政
を

運
営
し
て
い
き
ま
す
。

□
区
政
運
営

区
は
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
区

政
運
営
を
進
め
る
た
め
、
行
政
評
価

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
行
政
手
続
き

の
公
正
・
透
明
性
を
保
障
し
、
説
明

責
任
を
果
た
す
と
共
に
、
区
民
の
意

見
要
望
に
は
よ
り
早
く
誠
実
に
対
応

し
ま
す
。

□
区
議
会

区
議
会
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
そ
の
権
限
を
行
使
し
、
区

民
の
代
表
と
し
て
の
役
割
と
共
に
、

執
行
機
関
(
行
政
)
を
監
視
し
、
け

ん
制
す
る
機
能
を
果
た
し
ま
す
。

□
情
報
の
共
有

区
は
、
区
政
情
報
を
積
極
的
に
公

開
し
、
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
区
民

の
権
利
利
益
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う

に
、
個
人
情
報
を
保
護
し
ま
す
。

□
参
画
と
協
働

区
は
、
区
民
の
参
画
を
保
障
す
る

仕
組
み
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
重
要
な
政
策
お
よ
び
計
画
の
策

定
に
あ
た
り
、
区
民
の
意
見
を
聴
く

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
(
区
民
意
見

表
明
制
度
)
の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

□
住
民
投
票

区
長
は
、
区
の
存
立
に
か
か
わ
る

こ
と
並
び
に
区
民
の
生
命
、
身
体
お

よ
び
財
産
に
著
し
い
影
響
が
あ
る
こ

と
そ
の
他
の
区
政
の
重
要
事
項
に
つ

い
て
、
区
民
の
意
思
を
直
接
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

住
民
投
票
を
行
い
ま
す
。
住
民
投
票

を
行
う
際
に
必
要
な
事
項
は
、
別
に

条
例
で
定
め
ま
す
。

□
条
例
の
位
置
付
け

こ
の
条
例
は
、
区
が
定
め
る
最
高

規
範
で
あ
る
た
め
、
ほ
か
の
条
例
、

規
則
の
制
定
や
改
廃
を
す
る
と
き

は
、
こ
の
条
例
の
目
的
に
沿
っ
て
、

整
合
性
を
図
り
ま
す
。

□
施
行
状
況
の
検
討

こ
の
条
例
の
施
行
後
5
年
を
目
途

と
し
て
、
施
行
状
況
を
検
討
し
、
必

要
な
規
定
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
り
、

条
文
を
修
正
し
ま
し
た

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
の
意
見
を
生
か
し
、
条

文
を
修
正
し
ま
し
た
。

□
用
語
に
関
す
る
修
正

重
複
す
る
言
葉
や
不
要
な
表
現
を

整
理
し
、
修
正
し
ま
し
た
。

□
住
民
投
票
に
関
す
る
修
正

ど
う
い
う
場
合
に
自
治
基
本
条
例

に
基
づ
く
住
民
投
票
を
行
う
か
を
明

記
し
ま
し
た
。

□
条
例
全
体
に
関
す
る
修
正

前
文
の
前
に
目
次
を
設
け
る
と
共

に
、
こ
の
条
例
の
施
行
後
5
年
を
目

途
に
、
見
直
し
を
行
う
旨
を
付
則
に

規
定
し
ま
し
た
。

条
例
の
全
文
を
見
る
に
は

自
治
基
本
条
例
の
全
文
を
知
り
た

い
方
は
、「
自
治
基
本
条
例
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
」
ま
た
は
区
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

は
、区
政
情
報
室
、各
区
民
事
務
所
、

各
住
区
セ
ン
タ
ー
、
法
規
係
で
3
月
1

日
か
ら
配
付
し
ま
す
。

足
立
区
の
自
治
の
実
現

い
き
い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
を
創
造
す
る
た
め
に
は
、
区
民

の
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。
自
治

基
本
条
例
に
基
づ
き
、
力
を
合
わ
せ

て
自
治
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

条例の規定の解説
条例における「区民」は、「区内に在住、在勤又は在学するもの」

と「区内に事務所又は事業所を有する法人その他のもの」をいい

ます。前者には外国人、後者には個人事業者やNPO な どが含ま

れます
「自治」は、「地域のことは地域住民が決定し、決定したことに

は責任を負うこと」を基本とする住民 自治と団体自治をいいます

「協働」は、区民および区が、それぞれに果たすべき責務と役割

を自覚しながら、対等の立場で相互に足 りない部分を補い、協力
して取り組むことをいい ます

「参画」の方法は、様々なものを予定しています。この条例で定

めるパブリックコメントや住民投票のほか、審議会などの委員を
区民から募集することもその一つです

「住民投票」の実施方法は、投 票できる者の年齢や結果の取り扱

いなどの基本的な事項を、個別の事項ごとに別に条例で定めます

お問い合わせは、法規係へ
3880- 5861
3880- 5609

soumu@ci t y. adachi . t okyo. j p

基本計画に
ついては4

・5 面へ

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
宿
泊
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン

4
・
5
面
▽
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
/
児

童
・
生
徒
褒
賞
/
観
光
交
流
協
会

会
員
募
集

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド

8
面
▽
▽
▽
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
/
ス
ケ

ッ
チ
あ
だ
ち

情 報 キャッ チ! !

好きです。あだち
3 月14 日～20 日

午前9 時30分/ 午後0 時30

分/ 午後6 時

ケーブルTV 足立( 9CH)

葦

立
ち

「
文
化
産
業
・
芸
術
新
都
心
構
想
」

吹
く
風
に
、
時
折
春
の
薫
り
が
漂

い
、
新
た
な
季
節
へ
の
期
待
を
、
心

身
共
に
実
感
す
る
こ
の
ご
ろ
で
す
。

さ
て
、
北
千
住
駅
酉
口
再
開
発
ビ

ル
「
千
住
ミ
ル
デ
ィ
ス
」
の
開
業
か

ら
、
早
い
も
の
で
一
年
が
経
ち
ま
し

た
。
シ
ア
タ
ー
1
0
1
0
を
含
む
商

業
施
設
に
は
、
連
日
6
万
人
も
の
お

客
様
が
訪
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

ま
た
、
千
住
は
最
近
、
ま
ち
歩
き

の
雑
誌
な
ど
で
度
々
紹
介
さ
れ
た
こ

と
も
あ
っ
て
か
、
若
い
カ
ッ
プ
ル
や

熟
年
夫
婦
が
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス
タ

イ
ル
で
歩
く
姿
を
見
か
け
ま
す
。

来
春
に
は
、
旧
庁
舎
跡
地
に
黒
澤

明
映
像
ス
タ
ジ
オ
や
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
を
併
設
し
た
新
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
来

秋
の
巫
只
藝
術
大
学
開
校
な
ど
と
あ

い
ま
っ
て
、
足
立
の
文
化
と
産
業
、

芸
術
の
拠
点
と
な
る
施
設
が
急
ピ
ッ

チ
で
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

8
月
の
下
旬
に
は
、
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
も
開
業
し
、
デ
ジ
タ
ル
産

業
の
秋
葉
原
、
先
端
技
術
の
つ
く
ば

研
究
学
園
都
市
と
直
結
し
ま
す
。
映

像
産
業
の
集
積
地
で
あ
る
渋
谷
と
も

半
蔵
門
線
で
直
結
し
て
い
ま
す
の

で
、
ま
さ
し
く
千
住
は
、
芸
術
、
文

化
と
産
業
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
の

機
能
が
強
化
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
千
住
地
区

の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
を
「
文

化
産
業
・
芸
術
新
都
心
」
と
す
る
構

想
を
策
定
し
ま
し
た
。
新
し
い
文
化

を
創
造
し
発
信
す
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
、
ひ
い
て
は
、
足
立
区
全
体
の

経
済
の
活
性
化
と
文
化
力
を
高
め
て

い
き
ま
す
。足立区長
　鈴
木
恒
年

世帯と人口 ( 17年2 月1 日現在　外国人含む) 世帯数: 294, 396 人口: 645, 566人(男: 325, 523人、女: 320, 043人)
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保

健

福

祉

ガ
イ

ド

定員に先着順
とあるものは3
月1 日

から受け付け

2・3面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表ヘ

　3880- 5111( 代)

凡
例

◆ 申込・・・申し込み方法
◆ 期 限 ・・・申 し 込 み 期 限

◆ 場 ・申 ・ 問 先・ ・ ・ 場 所・

申し込み先・問い合わせ先

◆ 費 用の記載のないものは無料
◆ 　…ホームページアドレス
◆ 　 … E メー ル アド レ ス

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

保
育
制
度

認
可
保
育
園
の
ほ
か
に
も
、
様
々

な
保
育
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

□
認
証
保
育
所

都
が
独
自
に
定
め
た
基
準
を
満
た

し
、
都
の
認
証
を
受
け
た
保
育
所
で

す
。

□
保
育
室

小
規
模
の
保
育
所
で
、
主
に
3
歳

未
満
の
子
ど
も
を
保
育
し
ま
す
。

□
保
育
マ
マ
(
家
庭
福
祉
員
)

区
に
登
録
さ
れ
て
い
る
保
育
マ
マ

の
自
宅
で
、
3
歳
未
満
の
子
ど
も
を

保
育
し
ま
す
。

□
緊
急
一
時
保
育

保
護
者
が
出
産
・
病
気
な
ど
で
保

育
が
困
難
な
場
合
に
、
就
学
前
の
子

ど
も
を
緊
急
一
時
保
護
者
の
自
宅

で
、
一
時
的
に
保
育
し
ま
す
(
保
護

者
の
就
労
を
理
由
と
す
る
利
用
は
で

き
ま
せ
ん
)
。

□
一
時
保
育

保
護
者
が
育
児
疲
れ
の
解
消
や
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
と
き
な
ど
、
利

用
す
る
理
由
を
問
わ
ず
に
、
満
I
歳

か
ら
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も
を
区
立

あ
や
せ
保
育
園
ま
た
は
一
部
の
保
育

室
で
一
時
的
に
保
育
し
ま
す
。

□
休
日
保
育

保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
、日
・

祝
日
に
保
育
が
必
要
な
就
学
前
ま
で

の
子
ど
も
を
、一
部
の
認
証
保
育
所
・

保
育
室
で
保
育
し
ま
す
。

□
病
後
児
保
育

満
1
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
子
ど

も
の
病
気
の
回
復
期
に
、
保
護
者
が

勤
務
・
病
気
な
ど
の
理
由
で
保
育
が

困
難
な
場
合
に
、
区
立
あ
や
せ
保
育

園
で
保
育
し
ま
す
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

制
度
の
利
用
方
法
な
ど
、
く
わ
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
=
保
育
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
8
7
3

土
・
日
曜
日
や
夜
間
に
予
防

接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す

3

月
1

日

か

ら
7

日

は

「
子

ど

も

予

防

接

種

週

間

」

で

す

。
こ

の

期

問

中

、
足

立

区

医

師

会

館

や

区

内

医

療

機

関

の

一
部

で

、

土

・
日

曜

日

、
平

日

の

夜

間
(

午

後
6

時

～
8

時

ご

ろ
)

に

、予

防

接

種

が

受

け

ら

れ

ま

す

。

日

時
=
3

月
6

日

㈲

、
午

前
1
0

時

～

午

後
4

時
(

正

午

～

午

後
1

時

を

除

く
)

場

所
=

足

立

区

医

師

会

館
(

中

央

本

町
3
-
4
-
4
)

※

そ

の

ほ

か

の

区

内

実

施

医

療

機

関

お

よ

び
日

時

な

ど

に

つ

い
て

は

、
足

立

区

医

師

会

に

お

問

い
合

わ

せ

く

だ

さ

い

。
足

立

区

医

師

会

ホ

ー

ム

ペ
L

ン
で

も

ご

覧

に

な

れ

ま

す

対

象
=

各

予

防

接

種

の

法

定

年

齢

内

の

子

ど

も

お

よ

び

そ

の

保

護

者

内

容
=

麻

し

ん

、
風

し

ん

、
三

種

混

合

、
二

種

混

合

、
日

本

脳

炎
(

保

護

者

は

麻

し

ん

、
風

し

ん

中

心

の

任

意

接

種

の

み
)

※

当

日

は

電

話

相

談

も

受

け

付

け

ま

す

申

込
=

母

子

手

帳

、
予

防

接

種

予

診

票

を

持

参

し

、
保

護

者

同

伴

で

当

日

直

接

会

場

へ

電

話

相

談

先
=

足

立

区

医

師

会
(
3

月
6

日

の

み

設

置
)

　
(
3
8
4
0
)
3
2
2
3

問

先
=

足

立

区

医

師

会

(
3
8
4
0
)
2
1
1
1

区

・
母

子

保

健

係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

足

立

区

医

師

会

ホ

ー

ム

ペ
ー

ジ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
a
d
a
c
h
i
k
u
-
m
e
d
.

o
r
.
j
p

こ
こ
ろ
の
健
康
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

日

程
=
3

月
1
2
日

倒

内

容

等
=

「
h
e
a
r
t
t
o
h
e
a
r
t

つ
な

げ

よ
う

心
の
か
け
は
し
」
を
テ
ー
マ
に
、
区

民
の
心
の
健
康
、
心
の
病
に
対
す
る

理
解
、
心
の
病
を
も
っ
た
方
に
対
す

る
理
解
と
社
会
復
帰
を
進
め
る
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
ま
す
(
表
1
)

※

く
わ
し
く
は
当
日
会
場
で
配
布
す
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
先
=
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
(
3
8
8
3
)
7
1
7
7

表1　 こころの健康フェスティバル内容等

※ 申込= いずれも当日直接会場へ

表2　 消化器がん検診日程
( 1) 血液検査(ペプシノゲン法) +検便

( 2) X線撮影+検便

☆印の日程は午後、それ以外は午前に行います

講
演
会
「
買
い
物
、ギ
ャ
ン

ブ
ル
、無
茶
食
い
、ダ
イ
エ

ッ
ト
の
し
す
ぎ
が
や
め
ら

れ
な
い
あ
な
た
へ
」

日
時
=
3
月
1
8日
叫
、
午
後
2
時
～
4

時

場
所
=
東
和
地
域
学
習
セ
ン

タ
ー

内
容
=
対
処
法
な
ど
、
勇
気

が
も
ら
え
る
医
師
か
ら
の
話

講
師
=

後
藤
恵
氏
(
成
増
厚
生
病
院
精
神

科
医
師
)

定
員
=
5
0
人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
東
和
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

講
演
会
「
お
酒
と
の
上
手
な

付
き
合
い
方

～
お
酒
に
飲

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
か
?
～
」

日
時
=
3
月
9
日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3

時

講
師
=

上
妻
英
正
氏
(

不
動
ケ
丘
病
院
医
師
)

定
員
=
3
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
竹
の
塚
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

消
化
器
が
ん
検
診

胃
と
大
腸
の
が
ん
検
診
を
行
っ
て

い
ま
す
。
胃
の
検
診
で
は
、
ペ
プ
シ

ノ
ゲ
ン
法
と
X
線
撮
影
法
の
い
ず
れ

か
を
選
べ
ま
す
。
ベ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法

は
1
0
c
c
程
度
の
採
血
で
済
む
の
で
、

気
軽
に
受
診
で
き
ま
す
。
日
程
・
内

容
等
=
表
2
(
②
X
線
撮
影
法
胃
が

ん
検
診
は
、
中
央
本
町
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
の
み
で
受
診
可
)

対
象
=
3
5

歳
以
上
の
区
民
(
年
1
回
の
み
)

※
胃
を
切
除
し
た
方
、
胃
の
病
気
で

治
療
中
の
方
、
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
で

要
精
密
検
査
と
な
っ
た
方
は
除
く
。

じ
ん
不
全
の
方
は
X
線
撮
影
法
の
み

可
。
い
ず
れ
の
場
合
も
大
腸
が
ん
検

診
の
み
の
受
診
も
可

定
員
=
5
0
～
8
0

人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
希
望
日
ど
お
り
に
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す

申
込
=
(

ガ
キ
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ

ナ
)
、
生
年
月
日
、
年
齡
、
性
別
、
電

話
番
号
、
表
2
か
ら
胃
が
ん
検
診
名
(

①
血
液
検
査

②
X
線
撮
影
の
い

ず
れ
か
一
方
を
選
択
)
、検
診
日
、受

診
場
所
を
第
3
希
望
ま
で
明
記

期

限
=
受
診
希
望
月
の
前
月
1
5
日
必

着
。受
診
票
の
送
付
は
前
月
末
日
(
4

月
を
希
望
す
る
場
合
、
3
月
1
5日
必

着
、受
診
票
の
送
付
は
3
月
3
1日
)

申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
診
療
放
射
線
係

〒
1
2
0・0
0
1
1

中
臾
本
町
I
l
5
-
3

(
3
8
8
0
)
5
3
5
7

3月の献血
受付時に本人を確認できるもの( 運転免許証や保険
証など) を提示してください( 16 年10月1 日から、献
血者の本人確認が全国で義務付けられました) 。

中
・
高
生
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
座
「
き
み
も
障
害
児
の

サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
ろ
う
」

日
時
=
3

月
1
2
日

倒

、
午

後
1

時
3
0

分
～
4

時

場

所
=

竹

の
塚

地

域
学

習
セ

ン

タ
ー

対

象
=

中
学

・
高
校

生

内

容
=

車

い
す

の
操
作
/

障
害

擬
似
体

験
/

交
流

会

ほ
か

定
員
=
5
0

人
(

先
着
順
)

申

込
=

電
話

、
フ

ァ

ク
ス

、E

メ
ー
ル

で

、
住

所

、
氏

名

、
電
話
番

号

、
学
校

・
学

年

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
経
験

の
有

無

、「
3
1
2

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

講

座

希

望

」
を

連

絡

期
限
=
3

月
1
0
日

必
着

申

・

問

先
=

学

習
推
進

係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
7

(
3
8
8
0
)
5
6
0
6

s
-
g
a
k
u
s
h
u
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p

健康カレンダー 3月の予定3 月の休日接骨院当番所
骨折や脱きゅう、ねんざ・打撲などの応急施術を

当番制で行っています。 《健康推進課》

※ いずれも時間は、午前9 時～午後5 時



2005年( 平成17年) 2 月25日 あ だ ち 広 報 第1429号( 3)

高
齢
者
筋
力
向
上
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
参
加
者
募
集

日
程
等
=
4
月
1
9一日
～
7
月
1
9日
、

毎
週
火
・
木
曜
日
(
祝
日
を
除
く
)
、
1

回
9
0分
程
度

対
象
=
お
お
む
ね
6
0

歳
以
上
で
虚
弱
な
方
/
6
0
歳
以
上
で

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
が
要
支
援

～
要
介
護
2
程
度
の
方

内
容
=
主

に
ウ
エ
ー
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン

を
使
い
、
無
理
の
な
い
運
動
を
通
し

て
、
生
活
能
力
の
改
善
を
図
り
ま

す

定
員
=
1
6
人
(
選
考
)

費
用
=
5

千
円

※
医
師
の
意
見
書
が
必
要

な
場
合
は
、
実
費
負
担

申
込
=
所

定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
持
参
ま
た
は
郵
送

※
申
込
用

紙
は
高
齢
サ
ー
ビ
ス
課
お
よ
び
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
配
付

期
限
=
3

月
1
6日
必
着

場
・
申
先
=
高

齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
西
新

井

〒
1
2
3・0
8
4
1

西
新
井
2
-
5
-
5

問
先
=
区
・
高
齢
サ
ー
ビ

ス
課
高
齢
計
画

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
西

新
井

　
(
5
8
3
7
)
5
1
3
1

高
齢
者
の
方
に
無
料
マ
ッ
サ
ー
ジ

日
時
等
=
▽
3
月
1
日
㈹
・
1
5日
㈹

…
千
住
北
部
地
域
集
会
所
(
千
住
寿

町
3
7
-
6
)

▽
3
月
H
日
齒
・
2
5日

叫
・
:竹
の
塚
障
害
福
祉
館

受
付
=

午
前
9
時
～
午
後
3
時
1
0分

対
象
=
7
3

歳
以
上
で
区
内
在
住
の
方

定

員
=
各
日
4
8人
(
先
着
順
)

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
障
害
福

祉
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
5

ぜ
ん
息
児
和
太
鼓
教
室

□
低
学
年
の
部

日
時
=
3
月
1
9日
圉
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

対
象
=
小
学
校
I

～
3
年
生

定
員
=
2
0
人
(
先
着
順
)

惷
咼
学
年
の
部

日
時
=
3
月
1
9日
圉
、
4
月
1
6日
圉
、

い
ず
れ
も
午
前
9
時
3
0分
～
一
H時
3
0

分

対
象
=
小
学
校
4
年
生
～
中
学

校
3
年
生

定
員
=
3
0
人
(
先
着
順
)

―
―
い
ず
れ
も
―
―

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
=

ぜ
ん
息
治
療
中
の
子
ど
も
が
、
柔

軟
な
呼
吸
筋
と
腹
式
呼
吸
を
身
に
付

け
る
た
め
の
和
太
鼓
教
室

講
師
=

安
彦
隆
氏
(
和
太
鼓
奏
者
)

申
込
=

電
話

申
・
問
先
=
公
害
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
講

習
会
講
師
(
理
学
療
法

士
・
作
業
療
法
士
)
募
集

対
象
=
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士

の
資
格
を
持
ち
、
幼
児
指
導
の
経
験

が
あ
る
方

勤
務
内
容
=
保
護
者
や

職
員
を
対
象
と
し
た
、
発
達
に
障
害

や
遅
れ
の
あ
る
幼
児
に
対
す
る
、
よ

り
望
ま
し
い
発
達
を
促
す
た
め
の
指

導
・
訓
練
方
法
な
ど
の
講
義

勤
務

条
件
=
月
2
回
程
度
(
年
間
2
4回
)

報
酬
=
I

回
1
万
8
千
円

募
集
人

員
=
各
I
人

選
考
=
書
類
お
よ
び

面
接

申
込
=
履
歴
書
(
写
真
貼
付
)

と
資
格
証
明
書
写
し
を
郵
送

期
限
=
3

月
1
5日
必
着

申
・
問
先
=
障

害
福
祉
セ
ン
タ
ー
幼
児
発
達
支
援

係

〒
1
2
1・0
8
1
6

梅
島
3
-
3
1
1
1
9

　
(
5
6
8
1
)
0
1
3
6

在宅介護支援センタ ー 3月の家族介護者教室

※申込の記載のないものは、当日直接会場へ

宿
泊
施
設

イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ

ン

□
5
月
分
の
利
用
案
内

申
込
=
区
民
事
務
所
・
生
涯
学
習
振

興
公
社
の
各
窓
口
で
無
料
配
布
し
て

い
る
、
各
宿
泊
施
設
あ
て
の
専
用
申

込
(
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
5
0

円
切
手
を
貼
り
郵
送
し
て
く
だ
さ

い

期
間
=
3
月
1
日
～
1
0日
消
印

有
効
(
3
月
1
5日
に
抽
選
後
、
結
果

を
宿
泊
施
設
か
ら
発
送
)

当
選
者

受
付
=
3
月
2
5日
ま
で
に
宿
泊
施
設

に
予
約
確
定
の
電
話
を
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
当
選
取

り
消
し
と
な
り
ま
す

受
付
時
間
等
=

表
3

※
以
前
の
申
込
(

ガ
キ

(未
使
用
の
も
の
)
を
お
持
ち
の
方

は
、
公
社
各
窓
口
で
現
品
と
引
き
換

え
に
払
い
戻
し
ま
す
。
印
鑑
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
(
ス
タ
ン
プ
印
不
可
)

□
予
約
の
変
更
・
取
り
消
し

直
接
宿
泊
施
設
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
増
員
…
お
部
屋
の
定
員

を
超
え
る
増
員
は
で
き
ま
せ
ん

▽

取
り
消
し
・
減
員
…
利
用
初
日
の
2

日
前
ま
で
は
キ
ャ
ン
セ
ル
料
な
し
。

前
日
お
よ
び
当
日
以
降
は
、
宿
泊
料

金
全
額
が
キ
ャ
ン
セ
ル
料
と
な
り
ま

す□
料
金
の
支
払
い

チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
時
に
現
地
で
支

払
っ
て
く
だ
さ
い
。

□
空
き
室
の
利
用
《
5
月
分
》

抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み

は
、
4
月
1
日
か
ら
直
接
希
望
の
施

設
で
電
話
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

受
付
時
間
=
表
3

□
山
中
湖
林
間
学
園
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
中
の
開
放

開
放
日
=
4
月
2
9日
～
5
月
4
日

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
と
そ

の
同
伴
者

申
込
=
校
外
施
設
係
に

電
話

期
間
=
3

月
1

日
～
1
0
日

(土
・
日
曜
日
を
除
く
。
当
落
の
通

知
を
3
月
1
6日
以
降
に
(
ガ
キ
で
通

知
)

当
選
者
受
付
=
3

月
2
5日
ま

で
に
校
外
施
設
係
に
予
約
確
定
の
電

話
を
し
て
く
だ
さ
い

空
き
室
予
約
=
4

月
1
日
か
ら
現
地
施
設
で
電
話

受
け
付
け
を
し
ま
す

空
き
室
予
約
専
用
番
号

0
5
5
5
(
6
2
)
1
4
0
4

申
・
問
先
=
校
外
施
設
係

(
3
8
8
0
)
5
9
7
0

□
保
養
所
(
湯
河
原
、
那
須
)
の
団

体
利
用
募
集
(
7
月
分
)

利
用
日
な
ど
、
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は

▽
宿
泊
に
つ
い
て
・
:各
施
設
予
約

電
話
へ
(
表
3
)

▽
団
体
利
用
に
つ
い
て
…
地
域
支

援
課
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
5

▽
山
中
湖
林
間
学
園
に
つ
い
て
・
:

校
外
施
設
係

(
3
8
8
0
)
5
9
7
0

表3　 各施設利用案内( 5 月利用分)

※ 利用申込は2 人以上。1施設に対して、1グループにつきハガ
キ1 枚でお願いします
※ 日光林間学園、鋸南自然の家、鹿沼野外レクリエーションセン
ターの利用できる日も学校などが利用するため、空室が少ない
場合があります。くわしくは、各施設にお問い合わせください

高
齢
者
を
ね
ら
う
「
次
々
販
売
」

～
身
近
な
友
人
や
家
族
の
注
意
が
大
切
～

次
々
販
売
…
一
人
の

消
費
者
に
商
品
な
ど

を
次
々
と
契
約
さ
せ

る
よ
う
な
売
り
方

□
相
談
内
容

久
し
ぶ
り
に
一
人
暮
ら
し
の
母
を

訪
ね
た
A
さ
ん
は
、
近
所
に
住
む
母

の
友
人
か
ら
、
最
近
、
母
の
と
こ
ろ

に
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
頻
繁
に
来
て
い

る
こ
と
を
聞
い
た
。
母
に
聞
い
て
み

る
と
、親
切
な
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
「
体

に
良
い
」
と
勧
め
ら
れ
、
布
団
類
を

購
入
し
た
と
言
う
だ
け
で
事
情
を
説

明
で
き
な
い
。
契
約
書
や
請
求
書
を

調
べ
た
が
、
A
さ
ん
に
は
内
容
が
よ

く
分
か
ら
ず
、
さ
ら
に
預
金
の
残
高

を
確
認
す
る
と
、
か
な
り
あ
っ
た
預

金
額
が
数
万
円
に
な
っ
て
い
た
。
A

さ
ん
は
、ど
う
し
た
ら
良
い
か
困
り
、

消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
た
。

□
解
決
に
向
け
た
消
費
者
セ
ン
タ
ー

の
対
応

相
談
員
が
母
か
ら
布
団
を
購
入
す

る
こ
と
に
な
っ
た
経
過
な
ど
を
聞

き
、
契
約
書
・
領
収
書
な
ど
か
ら
支

払
い
状
況
を
整
理
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、こ
こ
2
年
間
だ
け
で
も
3
回
、

布
団
類
の
契
約
を
し
て
お
り
、
契
約

総
額
は
百
数
十
万
円
、
月
に
7
万
円

も
支
払
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
母
は
、
年
金
以
外
の
収
入
は
な

く
、
支
払
い
を
続
け
る
と
生
活
が
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
状
態
で
し

た
。
相
談
者
の
依
頼
を
受
け
、
消
費

者
セ
ン
タ
ー
が
販
売
事
業
者
と
交
渉

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

□
消
費
者
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
注
意

こ
の
よ
う
に
、
家
族
が
知
ら
な
い

問
に
高
額
な
契
約
を
結
ん
で
い
た
な

ど
、
高
齢
者
が
被
害
を
受
け
る
相
談

が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
被

害
を
受
け
な
い
よ
う
に
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
相
談
事
例
の
よ
う
に
、
次
々
販
売

さ
れ
る
商
品
に
は
、着
物
、布
団
、

宝
石
、浄
水
器
、
ま
た
耐
震
工
事
、

屋
根
工
事
、
床
下
換
気
扇
な
ど
の

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
が
あ
り
ま
す

▽
特
定
商
取
引
法
が
改
正
さ
れ
、
訪

問
販
売
で
は
「
最
初
に
訪
問
の
目

的
を
伝
え
る
こ
と
」
に
な
り
ま
し

た
。
初
め
に
訪
問
の
目
的
を
確
認

し
、
必
要
が
な
い
場
合
は
キ
ッ
パ

リ
断
り
ま
し
ょ
う

▽
契
約
後
で
も
、
8
日
間
は
ク
ー
リ

ン
グ
ー
オ
フ
で
解
除
で
き
ま
す

▽
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
は
、
悪
質

業
者
に
ね
ら
わ
れ
や
す
い
の
で
、

親
族
の
方
は
定
期
的
に
様
子
を
聞

く
な
ど
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い

▽
一
人
住
ま
い
の
方
は
、
近
所
の
人

と
情
報
を
交
換
し
、
お
互
い
助
け

合
う
こ
と
も
大
切
で
す

▽
認
知
症
が
あ
る
な
ど
判
断
力
が
不

十
分
な
方
も
悪
質
商
法
の
被
害
を

受
け
や
す
い
の
で
、「
成
年
後
見
制

度
」
の
利
用
の
検
討
な
ど
、
何
ら

か
の
予
防
対
策
を
し
て
く
だ
さ
い

□
ま
ず
は
電
話
で
相
談
を

消
費
者
相
談
は
、
電
話
で
情
報
を

交
換
し
な
が
ら
、
経
過
の
確
認
や
解

決
方
法
を
検
討
し
ま
す
。
相
談
の
た

め
に
、
突
然
来
所
し
て
も
、
資
料
の

不
足
な
ど
で
、相
談
が
進
み
ま
せ
ん
。

ま
た
、
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
・
手

紙
に
よ
る
相
談
は
、
相
談
者
か
ら
の

一
方
的
な
説
明
に
な
り
が
ち
で
、
解

決
の
た
め
に
十
分
な
情
報
を
得
ら
れ

な
い
た
め
、
結
局
、
再
度
電
話
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
先
=
▽
次
々
販
売
に
つ
い
て
…

消
費
者
セ
ン
タ
ー
相
談
専
用
電
話

相
談
日
時
=
午
前
9
時
～
午
後
4

時
4
5分
(
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
)

　
(
3
8
8
0
)
5
3
8
0

▽
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
・
:権

利
擁
護
セ
ン
タ
ー
あ
だ
ち

(
5
6
8
1
)
3
3
7
9
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区基本構想( 区の将来像) の実現に向け、
基本計画を策定しました

この計画では、施策の進ちょく状況が客観的にわかるように、行政評価制度を組み込み、「協働」
を区政運営の経営理念とし、「人口減少社会」に対応しました。

基
本
計
画
策
定
の
経
緯

区
は
、
昨
年
1
0月
に
「
協
働
で
築

く
力
強
い
足
立
区
の
実
現
」
を
め
ざ

し
て
、基
本
構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
基
本
構
想
を
実
現
す
る

た
め
、
区
が
行
ヴ
様
々
な
事
業
を
体

系
的
に
調
整
・
整
理
し
て
(
図
1
)
、基

本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
の
概
要

こ
の
計
画
の
実
現
に
当
た
っ
て

は
、「
中
期
財
政
計
画
」「
(
仮
称
)
第

二
次
構
造
改
革
戦
略
」「
(
仮
称
)
あ

だ
ち
協
働
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
な
ど
を

策
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
実
効

性
を
確
保
し
ま
す
(
図
2
)
。

計
画
の
期
間
は
8
年
間
と
し
ま

す
。
そ
し
て
、
4
年
目
で
見
直
し
を

行
い
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
8
年
間
の

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
基

本
構
想
の
計
画
期
間
で
あ
る
1
2年
間

と
合
致
さ
せ
ま
す
(
図
3
)
。

計
画
の
前
提
と
公
共
施
設

基
本
計
画
策
定
の
前
提
条
件
と
な

る
人
口
と
財
政
の
推
計
を
行
い
、
公

共
施
設
の
配
置
に
関
わ
る
基
本
的
な

考
え
を
ま
と
め
ま
し
た
。

□
財
政
推
計

計
画
期
間
中
の
財
政
の
変
化
を
推

計
し
ま
し
た
。

区
は
、特
別
区
民
税
な
ど
の
自
主

財
源
に
乏
し
く
、財
源
の
多
く
を
都

区
財
政
調
整
交
付
金
へ
依
存
し
て
い

ま
す
(「
あ
だ
ち
広
報
」
1
6年
1
2
月
1
0

日
号
4
・
5
面
参
照
)
。ま
た
、国
の
社

会
保
障
制
度
改
革
や
税
制
度
の
改
革

に
よ
っ
て
は
、さ
ら
に
厳
し
い
財
政
運

営
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

区
で
は
、「
中
期
財
政
計
画
」
を
改

訂
し

、
基
本
計
画
の
実
現
を
財
政
的

に
裏
付
け
て
い
き
ま
す
。

□
今
後
の
公
共
施
設
の
あ
り
方

区
で
は
、
今
ま
で
区
全
域
に
均
一

に
施
設
を
配
置
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、人
口
減
少
社
会
の
到
来
、

地
域
特
性
の
重
視
、
財
政
負
担
の
軽

減
な
ど
の
点
か
ら
こ
れ
を
見
直
し
、

地
域
特
性
に
合
っ
た
施
設
の
配
置
を

行
う
と
い
う
考
え
の
も
と
で
、
公
共

施
設
の
あ
り
方
を
見
直
す
必
要
が
出

て
き
ま
し
た
。

1
7年
度
に
、
区
民
・
議
会
な
ど
か

ら
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
長

期
的
な
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

土
地
利
用
計
画

区
内
各
地
域
の
特
性
を
最
大
限
活

か
し
、
ま
ち
の
発
展
と
活
性
化
を
進

め
、
住
み
や
す
い
環
境
を
形
成
す
る

た
め
に
、
土
地
利
用
計
画
を
定
め
ま

し
た
。

計
画
で
は
、
区
内
を
1
3の
地
域
に

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
明
ら
か

に
し
て
い
ま
す
。
都
市
基
盤
の
整
備

や
開
発
お
よ
び
保
全
を
進
め
る
と
同

時
に
、区
民
と
区
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
反
映

基
本
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
、
皆

さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
「
ま
ち
づ
く
り
分
野
」
4
2

件
、「
暮
ら
し
づ
く
り
分
野
」
5
5件
、

「
人
づ
く
り
分
野
」
4
4件
、「
し
く
み

づ
く
り
分
野
」
8
件
、「
全
般
的
な
内

容
」
1
8件
の
計
1
6
7件
の
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
意
見
は
基
本
計
画
に
反

映
し
、
今
後
策
定
・
改
定
す
る
各
分

野
別
計
画
や
、
各
事
務
事
業
を
行
う

中
で
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

▽
基
本
計
画
は
、
3
月
下
旬
か
ら

区
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、区
政
情

報
室
、
区
内
各
図
書
館
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。
ま
た
、区
政
情

報
室
で
は
販
売
も
し
て
い
ま
す

▽
3
月
1
3日
に
エ
ル
・
ソ
フ
ィ
ア

で
、
基
本
計
画
に
つ
い
て
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
申

し
込
み
は
、
政
策
課
へ

計画の3 つの特徴
行 政 評 価 の 制 度 を 組 み 込 み ま し た

各施策に、そのめざすべき状態や方向性の達成度を測る
施策指標と、その具体的な数値目標を掲げました。その数
値をもとに、毎年その施策の進み具合を検証・公表し、区
民と共に絶えず見直しを行い、進化する自治体をめざして
いきます。
「協 働 」 を 経 営 理 念 と 位 置 づ け ま し た

「協働」を単なる事業立案・運営上の手法とするのではな
く、今後の区政経営上の「経営理念」と位置付けました。
経営理念としての「協働」とは、区政の経営判断の指針

として、常に「協働」に軸足を置いて進めるということで、
区政運営の哲学となるものです。しかし、現時点では協働
の取り組みに「官主導」の色彩が残っています。今後、協働

のネットワークが拡大再生産・自己増殖を始めるような「成
熟活性型の協働社会・あだち」をめざしていきます。
人 口 減 少 社 会 へ の対 応 を 図 り ま し た

今後の日本社会は、歴史上初めて「人口減少社会」に突
入します。足立区においても同様で、24年度からは減少し
始め、62年度には56万人から48万人にまで減少すると予測
しています。そのため、この基本計画期間中に、人口の減
少速度を緩め、その中でも区が活性化するような施策展開
が必要です。
基本計画に示された施策は、区の魅力と文化力を高め、

安心して暮らせるまちをつくり、それにより、人口減少速
度を緩和することをめざしています。そして同時に、区民
の人間力の一層の向上を支援することにより、人口が減少
しても活力ある足立区をつくることをめざしています。

図1　 分野別施策

区
が
行
う
施
策
を
4
つ
の
分
野
に
体
系
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
ご

と
に
、
中
間
年
と
最
終
年
の
達
成
目
標
を
、
具
体
的
な
数
値
で
示
し
ま

し
た
。
全
体
で
1
1
4
施
策
を
体
系
化
し
、
そ
の
下
に
8
0
0
近
い
事
務
事
業
を

分
類
し
ま
し
た
。

分
野
ご
と
の
主
な
施
策
と
施
策
指
標
(
達
成
度
を
計
る
目
標
値
)
を

紹
介
し
ま
す
。

魅
力
と
個
性
の
あ
る
美

し
い
生
活
都
市
…
「
ま
ち

づ
く
り
分
野
」
で
は
、
1
8

施
策
を
展
開
し
ま
す

▽
快
適
で
安
全
な
都
市
空
間
形
成

に
向
け
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
ル

ー
ル
を
つ
く
る

<指
標
>
快
適
で
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
思

う
区
民
の
割
合

▽
魅
力
あ
る
住
宅
を
増
や
す

<指
標
>
全
世
帯
平
均
の
住
戸
面

積
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
割
合

▽
交
通
の
危
険
性
を
減
ら
す

<指
標
>
交
通
事
故
発
生
件
数

人
間
力
と
文
化
力
を
育
み
活

力
あ
ふ
れ
る
文
化
都
市
…

「
人
づ
く
り
分
野
」
で
は
、
3
9

の
施
策
を
展
開
し
ま
す

▽
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
定
着

を
進
め
る

<指
標
>
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

公
開
率
。
保
護
者
・
地
域
住
民

が
授
業
に
参
圓
し
て
い
る
学
校

の
数
。
学
校
評
価
を
学
校
経
営

に
生
か
す
し
く
み
や
体
制
が
あ

る
学
校
の
数

▽
町
会
・
自
治
会
活
動
を
活
性
化

す
る

<指
標
>
町
会
・
自
治
会
加
入
世
帯

率
。地
区
町
自
遽
加
入
団
体
率

▽
さ
ま
ざ
ま
な
創
業
を
増
や
す

<指
標
>
創
業
資
金
融
資
件
数

自
立
し
支
え
あ
い
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
安
全
都
市
…
「
暮

ら
し
づ
く
り
分
野
」
で
は
、
4
5

施
策
を
展
開
し
ま
す

▽
区
民
自
ら
が
生
活
習
慣
病
を
予

防
で
き
る
し
く
み
を
つ
く
る

<指
標
>
生
活
習
慣
病
予
防
健
診

受
診
者
の
う
ち
「
要
医
療
」
と

さ
れ
た
区
民
の
割
合

▽
楽
し
く
子
育
て
が
で
き
る
し
く

み
を
つ
く
る

<指
標
>
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
事
業
の
進
ち
ょ
く
度

▽
リ
デ
ュ
ー
ス
ーリ
ユ
ー
ス
ーリ
サ
イ

ク
ル
の
区
民
意
識
を
高
め
る

<指
標
>
リ
サ
イ
ク
ル
を
心
が
け

て
い
る
区
民
の
割
合

自
己
進
化
す
る
協
働
型
自

治
体
…

「
し
く
み
づ
く
り

分
野
」で
は
、
1
2の
施
策
を

展
開
し
ま
す

▽
情
報
を
積
極
的
に
提
供
し
区
政

透
明
度
を
高
め
る

<指
標
>
区
の
情
報
が
容
易
に
得

ら
れ
る
と
思
う
区
民
の
割
合

▽
区
民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
N
P
O

・
企
業
な
ど
と
の
協
働
を
進

め
る

<指
標
>
区
民
・
団
体
な
ど
と
区

役
所
の
協
働
が
進
ん
で
い
る
と

思
う
区
民
の
割
合
。
協
働
事
業

の
実
施
数

▽
計
画
的
な
財
政
運
営
を
行
な
う

<指
標
>
経
常
収
支
比
率

図2　 基本計画の位置づけ

図3　 基本計画計画期間

お
問
い
合
わ
せ
は
、
政
策
課
へ

(
3
8
8
0
)
5
8
1
-
1

1
6
年
度

教
育
委
員
会
児
童
・
生
徒
褒
賞
問
先
=
教
育
政
策
課
庶
務
係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
6
1

区
で
は
、様
々
な
コ
ン
ク
ー
ル

や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
で
優
秀
な

成
績
を
お
さ
め
た
り
、
地
域
で
特

に
顕
著
な
善
行
を
行
っ
た
区
立

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
対

し
、
褒
賞
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
の
受
賞
者
は
、
次
の
皆
さ
ん

で
す
(
褒
賞
対
象
期
間
は
、
1
5年
1
2

月
1
日
～
1
6年
1
1月
3
0日
)
。

【
区
長
褒
賞
】

《
文
化
・
個
人
》

□
ピ
ア
ノ

段
あ
い
か
(
保
木
間
小
3
年
)

□
弁
論

ク
ル
ス
・
サ
ム
レ
イ
ニ
ー
ル
(
第

十
四
中
1
年
)

《
文
化
・
団
体
》

□
新
聞

栗
原
北
小
学
校
新
聞
委
員
会

□
手
工
芸

弥
生
小
学
校
染
物
部

《
ス
ポ
ー
ツ
・
個
人
》

□
水
泳

中
山
大
河
(
千
寿
常
東
小
6
年
)

岩
谷
優
志
(
第
十
四
中
3
年
)

□
陸
上
競
技

白
崎
ベ
ン
ジ
ー
(
花
畑
中
1
年
)

□
一
輪
車

阿
部
裕
光
(
興
本
小
6
年
)

行
川
ゆ
か
り
(
江
北
中
2
年
)

《
ス
ポ
ー
ツ
ー
団
体
》

□
野
球

竹

仲

□
サ
ッ
カ
ー

F
C
足
立
・
K
S
C

加
平

□
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

第
九
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

□
水
泳

第
十
四
中
学
校
水
泳
部
リ
レ
ー
チ

ー
ム

陸
上
兢
技

第
十
四
中
学
校
陸
上
競
技
部
女
子

リ
レ
ー
チ
ー
ム

東
綾
瀬
中
学
校
陸
上
競
技
部
女
子

リ
レ
ー
チ
ー
ム

□
新
体
操

K
A
N
A
I

新
体
操
ク
ラ
ブ

【
教
育
委
員
会
褒
賞
】

《
文
化
・
個
人
》

□
ポ
ス
タ
ー

日
野
大
地
(
千
寿
常
束
小
5
年
)

□
絵
画
・
陶
芸

駒
田
夏
生
(
千
寿
常
束
小
5
年
)

□
絵
画

山
本
悠
子
(
第
十
六
中
1
年
)

□
陶
芸

高
野
早
紀
(
千
寿
常
東
小
6
年
)

□
図
画

細
江
僚
汰
(
千
寿
常
東
小
2
年
)

徳
山
剣
之
介
(
千
寿
常
東
小
3
年
)

赤
問
優
太
(
千
寿
常
東
小
5
年
)

渡

武
大
(
千
寿
常
東
小
6
年
)

矢
部
泰
右
(
舎
人
第
一
小
6
年
)

中
島

麟
(
第
十
六
中
1
年
)

□
グ
ラ
フ

矢
ノ
倉
絵
美
子
(
加
賀
中
3
年
)

□
家
庭
科

佐
藤
由
佳
(
第
十
六
中
2
年
)

□
硬
筆

小
林
彩
音
(
第
九
中
3
年
)

□
弁
論

西
川
真
美
(
第
十
四
中
1
年
)

□
作
文

秋
葉
め
ぐ
み
(
第
十
二
中
3
年
)

吉
田
恭
子
(
花
保
中
3
年
)

《
文
化
・
団
体
》

□
吹
奏
楽

弘
道
小
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

花
畑
西
小
金
管
バ
ン
ド

第
十
一
中
学
校
吹
奏
楽
部

花
畑
中
学
校
吹
奏
楽
部

伊
興
中
学
校
吹
奏
楽
部

《
ス
ポ
ー
ツ
・
個
人
》

□
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

木
口
暁
遥
(
舎
人
小
4
年
)

倉
持
真
央
(
江
北
中
3
年
)

□
体
操

佐
々
木
直
人
(
花
畑
小
2
年
)

□
新
体
操

高
田
佳
弥
(
江
北
中
2
年
)

眞
柄
美
里
(
花
畑
中
1
年
)

河
原
井
美
幸
(
上
沼
田
中
3
年
)

□
相
撲

君
和
田
渉
(
元
宿
小
6
年
)

□
柔
道

海
谷
百
恵
(
第
十
三
中
1
年
)

□
空
手
道
競
技

松
本

葉
(
興
本
小
2
年
)

泉

咲
夏
(
江
北
小
1
年
)

稲
葉
暉
人
(
江
北
小
2
年
)

鈴
木
菜
未
(
高
野
小
1
年
)

雨
谷
貴
秋
(
高
野
小
4
年
)

神
田
み
の
り
(
新
田
小
4
年
)

山
田
沙
羅
(
東
渕
江
小
4
年
)

鈴
木
渉
晃
(
花
畑
小
6
年
)

□
太
極
拳

根
岸
玉
青
(
梅
島
第
一
小
6
年
)

浅
間

瞳
(
関
原
小
4
年
)

□
陸
上
競
技

梅
津
富
士
子
(
第
十
一
中
2
年
)

佐
藤
里
紗
(
第
十
四
中
1
年
)

國
井
麻
紀
子
(
第
十
四
中
2
年
)

宮
地
佑
佳
(
第
十
四
中
2
年
)

長
澤

諒
(
第
十
四
中
3
年
)

武
藤
美
倖
(
第
十
六
中
3
年
)

安
村
頼
宣
(
東
島
根
中
3
年
)

平
塚
友
美
子
(
東
綾
瀬
中
2
年
)

石
原
太
地
(
六
月
中
2
年
)

□
一
輪
車

川
名
夏
牛
(
第
六
中
2
年
)

山
崎
里
絵
(
第
十
六
中
1
年
)

阿
部
貴
帆
(
江
北
中
3
年
)

唾
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

野
田
修
平
(
伊
興
中
3
年
)

《
ス
ポ
ー
ツ
・
団
体
》

□
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

弥
生
第
ニ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
青
尤

ク
ラ
ブ
(
男
子
・
女
子
)

さ
っ
き
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
(

男
子
・
女
子
)

足
立
区
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟

選
抜
(
男
子
・
女
子
)

□
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

全
千
寿
L
V
.
C

太
陽
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

□
野
球

足
立
リ
ト
ル
リ
ー
グ

扇
タ
ー
キ
ー
ズ

足
立
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

シ
ー
ル
ズ
倶
楽
部

□
サ
ッ
カ
ー

カ
リ
オ
カ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

足
立

□
陸
上
競
技

第
十
六
巾
学
校
陸
上
競
技
部
女
子

駅
伝
チ
ー
ム

足
立
区
選
抜
女
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム

□
剣
道

第
十
一
中
学
校
剣
道
部
(
女
子
)

□
空
手
道
競
技

第
十
一
中
学
校
空
手
道
部

□
少
林
寺
拳
法

東
京
足
立
束
和
支
部

【
メ
ダ
ル
の
み
】

□
サ
ッ
カ
ー

大
木

暁
(
加
平
小
6
年
)

星
野
有
亮
(
伊
興
小
6
年
)

※
2
月
1
4日
に
区
役
所
庁
舎
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
褒
賞
式
の
模
様

は
、
3
月
2
日
～
1
5日
の
間
、

あ
だ
ち
シ
テ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
で
放

映
す
る
予
定
で
す

会
員
に
な
っ
て
、
季
節
を
感
じ

て
み
ま
せ
ん
か
?

問
先
=
観
光
協
会
(
経
済
観
光
課
内
)

(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

4
月
1
日
誕
生
!

「
足
立
区
観
光
交
流
協
会
」会
員
募
集

「
足
立
区
観
光
協
会
」
と
「
足
立
区

民
交
流
協
会
」
が
統
合
さ
れ
、「
足
立

区
観
光
交
流
協
会
」が
誕
生
し
ま
す
。

水
と
緑
豊
か
な
「
ふ
る
さ
と
足
立
」

を
区
内
外
に
広
く
紹
介
す
る
と
共

に
、
提
携
都
市
と
の
一
層
の
協
力
・

友
好
を
深
め
、
区
の
に
ぎ
わ
い
と
区

内
消
費
の
拡
大
や
、
区
民
交
流
に
寄

与
す
る
こ
と
を
設
立
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
足
立
」を
愛
し
て
や
ま

な
い
皆
さ
ん
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
入

会
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
す
で
に
観
光
協
会
・
区
民

交
流
協
会
の
会
員
の
方
は
、
手
続
き

は
不
要
で
す
。
年
会
費
=

▽
個
人

会
員
:
i
口
3
千
円

▽
団
体
会
員
:
i

口
1
万
円

▽
企
業
会
員
:
i

口
1
万
円
(
4
月
～
翌
年
3
月
ま
で

と
し
、
随
時
入
会
可
能
)

《
協
会
の
主
な
事
業
》

□
観
光
イ
ベ
ン
ト
事
業

▽
春
…
し
ょ
う
ぶ
ま
つ
り

▽
夏
・
:足
立
の
花
火
大
会

▽
冬
:
尭
の
祭
典

□
足
立
区
魅
力
発
見
事
業

▽
足
立
区
再
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー

▽
足
立
区
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

▽
あ
だ
ち
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

□
姉
妹
都
市
(
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

州
ベ
ル
モ
ン
ド
市
)
と
の
交
流
・
紹

介
事
業

▽
使
節
団
派
遣
・
受
け
入
れ

▽
ベ
ル
モ
ン
ド
公
園
活
用

□
友
好
三
都
市
(
新
潟
県
魚
沼
市
・

長
野
県
山
ノ
内
町
・
栃
木
県
鹿
沼
市
)

と
の
交
流
・
紹
介
事
業

▽
友
好
三
都
市
バ
ス
ツ
ア
ー

▽
お
い
し
い
旬
感
便
紹
介

▽
物
産
展

□
後
援
・
支
援
事
業

▽
観
光
事
業
へ
の
後
援

▽
団
体
交
流
事
業
へ
の
支
援

□
そ
の
他
事
業

▽
足
立
区
民
芸
能
大
会

▽
リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

《
個
人
会
員
特
典
》

①
花
火
大
会
の
会
員
席
券
(
2
枚
)

と
記
念
品
の
配
布

②
「
足
立
区
民
芸
能
大
会
」
へ
の
出

場
優
先
枠

③
各
種
ツ
ア
ー
・
事
業
へ
の
会
員
価

格
で
の
参
加

④
友
好
三
都
市
の
産
地
品
の
紹
介

※
イ
ベ
ン
ト
事
業
な
ど
は
、
変
更
・

中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
r
承
ぐ
だ
さ
い

申
先
=
観
光
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I

ム
打
-
1

「
春
の
花
め
ぐ
り
と
お
い
し
い
も
の

バ
ス
ツ
ア
ー
」
参
加
者
募
集

日
時
=
4
月
5
日
脚
、
午
前
8
時
、

区
役
所
I
階
区
民
ロ
ビ
ー
集
合

内

容
=
葛
西
用
水
親
水
水
路
(
桜
観
賞
)

～
か
み
ね
公
園
(
桜
観
賞
)
～
那
珂

湊
(
昼
食
・
買
い
物
)
～
国
営
ひ
た

ち
海
浜
公
園
(
自
由
散
策
)
～
い
ち

ご
狩
り

対
象
=
観
光
協
会
会
員
と

家
族
お
よ
び
区
内
在
住
の
方

定
員

=
1
3
5
人
(
抽
選
)

費
用
=
▽
協
会
会

員
・
:
4
千
4
0
0円

▽
会
員
家
族
…
4

千
9
0
0円

▽
一
般
・
:
5
千
4
0
0円(
バ

ス
・
昼
食
代
、
入
園
料
、
保
険
代
含

む
)

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
希
望

者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
会
員
・
会
員
家
族

△

般

の
別
、「
春
の
花
バ
ス
ツ
ア
ー
希
望
」

を
明
記

※
(
ガ
キ
ー
枚
で
4
人
ま

で
申
し
込
み
可
。
返
信
(
ガ
キ
の
表

に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
を
必
ず
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
重
複
申
し
込
み

は
無
効

期
限
=
3
月
1
0日
必
着

当
選
者
に
は
後
日
、
振
込
用
紙
送
付

申
先
=
区
観
光
協
会
(
経
済
観
光
課

内
)

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

※
ツ
ア
ー
の
申
し
込
み
前
に
入
会
し

た
方
は
、
1
7年
度
新
規
会
員
と
し

て
、会
員
料
金
で
参
加
で
き
ま
す

▲ か みね公 園の桜 並木( か みね公 園ホームペ ージより)

第
1
9
回
区
観
光
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

作
品
展

場
所
=
千
住
ミ
ル
デ
ィ
ス
ー
番
館
内

「
北
千
住
マ
ル
イ
」
4
～
8
階
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル

期
間
=
3
月
5

日
～
2
1日

▲ 推薦区長賞「彫刻のある街」
奥山弘子氏( 大谷田在住)

ぷ

ら
っ
と

て
く
て

く

新
線
ま
ち
め
ぐ
り

日
暮
里
・
舎
人
線
《
(
仮
称
)高
野
駅

》

(仮
称
)
高
野
駅
か
ら
西
へ
I
㎞
ほ

ど
行
く
と
、
足
立
6
0景
に
も
選
ば
れ

て
い
る
五
色
堤
公
園
(
江
北
2
-
8
-
4
)

が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
は
「
荒
川
五
色
桜
」
ゆ
か
り

の
公
園
で
、
2
0本
ほ
ど
の
桜
の
木
が

あ
り
、
春
に
は
、
多
く
の
人
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
公
園

内
に
は
、ワ
シ
ン
ト
ン
州
か
ら
の
「
里

帰
り
桜
」
も
あ
り
ま
す
。

公
園
の
す
ぐ
横
の
荒
川
に
は
、
五

色
桜
大
橋
が
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
橋
は
、
二
層
構
造
の
ニ
ー
ル
セ
ン

ロ
ー
ゼ
橋
(
太
い
ア
ー
チ
材
と
、
細

い
吊
り
材
と
桁
で
構
成
さ
れ
る
ア
ー

チ
橋
)
で
、
世
界
で
も
珍
し
い
造
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
暮
里
・
舎
人
線
も
荒
川
を
渡
り

ま
す
。
開
業
後
、
車
窓
か
ら
見
え
る

景
色
は
、見
所
の
一
つ
に
な
り
ま
す
。

き
ら
き
ら
光
る
川
面
を
眺
め
、
の
ん

び
り
新
線
の
旅
も
、
い
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

《
広
報
係
》

五色桜大橋は、荒川
にかかる白く美しい
橋です

桜の季節がすぐそこ
まで( 昨年の五色堤
公園)
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ら
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情
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定員に先着順
とあるものは3
月1 日

から受け付け

6・7面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111( 代)

凡
例

◆ 申 込・・・申し込み 方法
◆ 期 限 ・・・ 申 し 込 み 期 限

◆ 場・申 ・問先・・・場 所・
申し込み先・問 い合わせ先

◆ 費用の記載のないものは無料
◆ 　 …ホ ームページアドレス
◆ 　 … E メ ー ル ア ド レ ス

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別

回
収
が
始
ま
り
ま
す

4
月
1
日
か
ら
、
週
I
回
の
資
源

回
収
日
に
、
ご
み
集
積
所
で
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
分
別
回
収
を
始
め
ま
す
。

今
ま
で
は
、
店
頭
回
収
ま
た
は
一

部
の
地
域
で
の
み
「
資
源
」
と
し
て

回
収
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
そ
れ
以

外
は
「
不
燃
ご
み
」と
し
て
収
集
し
、

埋
め
立
て
処
分
し
て
い
ま
し
た
。
今

後
は
、
す
べ
て
「
資
源
」
と
し
て
回

収
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

出
し
方
な
ど
く
わ
し
く
は
、
3
月

初
め
に
各
世
帯
に
配
布
す
る
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
問
先
=
清
掃

課
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
8
1
3

▽
千
住
地
区
お
よ
び
国
道
4
号
線
よ

り
東
側
…
足
立
東
清
掃
事
務
所

(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

▽
千
住
地
区
を
除
く
国
道
4
号
線
よ

り
西
側
…
足
立
西
清
掃
事
務
所

(
3
8
5
3
)
2
1
4
1

佐
野
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
の

改
修
工
事

3
月
上
旬
か
ら
6
月
3
0日
ま
で
、

給
水
管
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
不
便
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
問
先
=
生
涯
学
習
課
調

整
係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
8
5

融
資
相
談
日
が
変
更
に
な
り
ま
す

国
民
生
活
金
融
公
庫
の
窓
口
融
資

相
談
日
を
、
次
の
と
お
り
変
更
し
ま

す
。
相
談
日
時
=
毎
週
木
曜
日
、午

後
1
時
～
4
時
(
祝
日
は
除
く
)

場

所
=
新
産
業
支
援
課
窓
口

□

中

小
企

業

ら
く

ら
く

メ

ー
ル

相
談

中

小
企

業
事

業
者

の
経

営
な

ど
に

関
す

る
簡

単

な
相
談

や
質

問
を

、
E

メ
ー
ル
で
受

け
付

け

ま
す

。
件

名

は

「
中

小
企

業
相

談

」
で
送

信
し

て
く

だ

さ

い

。

申

込
=

経
営

支
援

係

s
-
s
a
n
g
y
o
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
経
営
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
3

国
民
健
康
保
険
料
算
定
の
た
め

に
も
、
申
告
を
お
忘
れ
な
く

税
の
申
告
は
、
非
課
税
証
明
書
の

発
行
や
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険

の
保
険
料
を
決
定
す
る
た
め
に
も
必

要
で
す
。
ま
た
、
次
の
算
定
や
判
定

の
基
礎
に
も
な
り
ま
す
。
国
民
健
康

保
険
料
所
得
割
額
の
算
定
/
均
等
割

額
の
軽
減
判
定
/
高
額
療
養
費
の
自

己
負
担
限
度
額
の
判
定
/
入
院
時
の

食
事
代
/
自
己
負
担
額
の
軽
減
判
定

ほ
か

世
則
年
に
所
得
の
な
い
方
や

収
入
が
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
の
み

の
方
も
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
前
年
中
の
所
得
が
給
与
収
入
の

み
で
、
勤
務
先
の
給
与
か
ら
住
民
税

が
引
か
れ
る
方
、
税
務
署
に
確
定
申

告
を
す
る
方
は
申
告
書
を
提
出
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

申
・
問
先
=

▽
国
民
健
康
保
険
料
な
ど
に
つ
い
て

・
:こ
く
ほ
年
金
課
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

▽
申
告
書
の
提
出
な
ど
・
:課
税
第

丁

二
係(

3
8
8
0
)
5
2
3
1
・
0

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
、介
護
保
険
料

□
納
付
書
で
納
め
る
方

対
象
は
、
年
金
天
引
き
が
で
き
な

い
方
で
す
。
な
お
、
普
段
は
年
菫
天

引
き
の
方
で
も
、
調
整
額
が
あ
る
場

合
は
納
付
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

□
納
期
は
毎
月
末
日
で
す

保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
将
来
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
制
限
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

□
介
護
保
険
料
の
時
効

納
期
か
ら
2
年
を
経
過
す
る
と
時

効
と
な
り
、
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。

□
便
利
な
口
座
振
替

希
望
す
る
方
は
、
金
融
機
関
・
郵

便
局
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

□
納
付
相
談
な
ど

滞
納
分
の
分
割
納
付
・
そ
の
他
の

相
談
は
、随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
先
=
介
護
保
険
課
収
納
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
7
4
4

電
子
入
札
が
始
ま
り
ま
す

4
月
以
降
順
次
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
て
、
入
札
情
報
の
提
供

や

入

札

な

ど

を

行

う

電

子

入

札

を

、

工

事

請

負

契

約

の

一
部

か

ら

段

階

的

に
導

入

し

ま

す

。
ま

た

、
事

業

者

の

新

規

登

録

や

変

更

な

ど

の

申

請

も

、

随

時

受

け

付

け

ま

す

。

こ

れ

に

合

わ

せ

て

、

入

札

・
契

約

制

度

の

改

善

も

行

っ

て

い
き

ま

す

。

※

物

品

・
委

託

の

電

子

入

札

は

、
1
8

年
4

月

以

降

に

開

始

予

定

で

す

。
く

わ

し

く

は

区

・
ホ

ー

ム

ペ
L

ン

、
契

約

課

の

前

に

あ

る

掲

示

板

な

ど

を

ご

覧

く

だ

さ

い

問

先
=

工

事

契

約

係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
3
2

h
t
t
p
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p
/
k
e
i
y
a
k
u
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m

適
正
管
理
化
学
物
質

使
用
量
な
ど
の
報
告

1
6年

度
分

を
区

へ
報

告
し

て
く

だ

さ

い

。

対

象
=

工

場

ま

た

は

指
定

作

業
場

を
設

置
し

、
適
正

管

理
化

学

物
質

を
年
間
1
0
0に咫
以
上

取
り

扱

っ
て

い
る
事

業
者

期

限
=
6

月
3
0
日

※
対
象
化

学

物
質

名

や
提
出

用
紙

な

ど

く

わ
し
く

は

、
都

・
環
境

局

の
ホ

ー
ム

ペ
1

ジ
(

　
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
a
n
k
y
o
.
m
e
t
r
o
.
t
o
k
y
o
.
j
p
/
)

を

ご
覧

に

な

る
か

、
区

・
環
境

課
に

お
問

い

合

わ
せ

く

だ

さ

い

。

問

先
=

環

境

課

指

導

第

丁

二

係

地
区
計
画
の
原
案
を
縦

覧
し
ま
す

こ
の
内
容
に
つ
い
て
関
係
あ
る
方

は
、
区
長
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
▽
西
新
井
三
丁

目
地
区
地
区
計
画
の
決
定
…
西
新
井

三
丁
目
地
内

縦
覧
期
間
=
3
月
2

～
1
6日

意
見
書
提
出
期
間
=
3
月
2

～
2
3日

縦
覧
場
所
・
意
見
書
提

出
・
問
先
=
都
市
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
8
0

3
月
1
0日
は
東
京
都
平
和
の
日

3
月
1
0日
は
、
多
く
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
た
東
京
大
空
襲
が
あ
っ
た
日

で
す
。
戦
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の

め
い
福
を
祈
り
、
世
界
の
恒
久
平
和

を
願
う
た
め
、区
で
は
、
当
日
午
後
1

時
か
ら
、
1
分
間
の
黙
と
う
を
行

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
問
先
=
人

権
・
同
和
係(

3
8
8
0
)
5
4
9
7

地
域
情
報
化
推
進
協
議
会

を
公
開
し
ま
す

本
協
議
会
は
、
区
の
地
域
情
報
化

を
推
し
進
め
る
た
め
に
設
置
さ
れ
、

主
に
1
3年
度
に
策
定
さ
れ
た
「
足
立

区
地
域
情
報
化
推
進
計
画
」
に
関
す

る
こ
と
を
審
議
し
て
い
ま
す
。

「
足
立
区
透
明
化
計
画
」の
策
定
に

伴
い
、
本
協
議
会
を
、
1
6年
度
第
2

回
の
会
議
か
ら
公
開
し
ま
す
。
日

時
=
3
月
1
6日
㈲
、
午
後
3
時
3
0分

～
5
時

場
所
=
区
役
所

定
員
=
1
0

人
(
抽
選
)

傍
聴
方
法
=
当
日
、

午
後
2
時
3
0分
～
3
時
に
会
場
で
受

け
付
け

※
傍
聴
す
る
際
に
、
い
く

つ
か
の
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
く
わ

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
=
シ
ス
テ
ム
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
8
1
7

足
立
区
個
人
情
報
保
護
条

例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

区
は
、
多
く
の
個
人
情
報
を
保
有

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
6
年
4
月

に
区
個
人
情
報
保
護
条
例
を
施
行

し
、
個
人
情
報
の
保
護
に
努
め
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
1
0年
で
情

報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
著
し
い
発

展
を
遂
げ
、
保
護
対
策
の
充
実
を
図

る
必
要
性
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
1
5年
5
月
に
は
、
国
会
で
個
人

情
報
保
護
関
連
の
5
つ
の
法
律
が
成

立
し
、
4
月
か
ら
全
面
施
行
さ
れ
ま

す
。区

は
、「
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
と

の
整
合
性
を
考
慮
し
、
区
個
人
情
報

保
護
条
例
を
一
部
改
正
し
ま
し
た

(罰
則
規
定
な
ど
は
4
月
1

日
施

行
)
。

□
条
例
改
正
の
主
な
内
容

▽
受
託
者
へ
の
立
入
検
査

「
個
人
情
報
取
扱
業
務
」の
委
託
に

関
す
る
規
定
に
、
必
要
に
応
じ
て
委

託
業
務
実
施
状
況
の
報
告
を
求
め
た

り
、
受
託
者
の
事
務
所
な
ど
へ
の
立

入
検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い

ラ
条
項
を
加
え
ま
し
た
。

▽
電
子
計
算
組
織
(
パ
ソ
コ
ン
・
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
)
の
外
部
結
合
に

伴
う
保
護
対
策

こ
れ
ま
で
も
、
区
と
区
以
外
の
電

子
計
算
組
織
を
、
通
信
回
路
な
ど
で

結
ん
で
個
人
情
報
取
扱
業
務
の
事
務

を
行
う
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
区

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
議
会

の
意
見
を
聞
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

今
回
の
改
正
で
は
更
に
、
状
況
に

よ
っ
て
は
相
手
方
に
報
告
を
求
め
た

り
、
緊
急
時
に
は
区
の
責
務
と
し
て

回
線
を
切
断
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

▽
罰
則
規
定
の
創
設

個
人
情
報
の
漏
え
い
や
不
正
利
用

の
抑
止
を
図
る
た
め
、
新
た
に
罰
則

規
定
を
設
け
ま
し
た
。

特
に
、
職
員
や
受
託
業
務
従
事
者

の
意
図
的
な
漏
え
い
や
不
正
行
為
に

対
し
て
は
、
厳
し
い
量
刑
を
設
定
し

ま
し
た
。
ま
た
、
受
託
業
務
従
事
者

が
意
図
的
な
漏
え
い
や
不
正
行
為
を

行
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
雇
用
主
も

罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

今
後
も
区
は
、
個
人
情
報
を
取
り

雉
ヱ
貝
任
の
重
さ
を
認
識
し
、
厳
格

に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

□
民
間
事
業
者
が
保
有
す
る
個
人
情

報
に
つ
い
て

事
業
者
に
関
し
て
は
、
今
ま
で
も

事
業
を
行
う
際
に
は
、
適
正
に
個
人

情
報
を
取
り
扱
い
、
個
人
の
権
利
利

益
を
侵
害
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

努
め
る
こ
と
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
お

り
、
今
回
も
条
例
の
規
定
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ

る
こ
と
で
、
個
人
情
報
の
利
用
目
的

の
特
定
・
公
表
、
適
正
な
取
得
、
安

全
確
保
、本
人
同
意
の
な
い
場
合
は
、

第
三
者
へ
の
提
供
制
限
な
ど
が
、
事

業
者
に
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

□
個
人
情
報
は
自
分
で
も
守
ろ
う

法
律
や
条
例
に
規
定
が
あ
っ
て

も
、
事
業
者
の
意
識
や
管
理
体
制
が

十
分
で
な
け
れ
ば
、
個
人
情
報
は
漏

れ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
自

分
の
個
人
情
報
を
気
軽
に
提
供
し
な

い
、名
簿
類
を
無
造
作
に
捨
て
な
い
、

名
簿
な
ど
作
成
時
に
は
、
個
人
情
報

の
掲
載
は
必
要
最
小
限
に
す
る
な

ど
、
個
人
レ
ベ
ル
で
で
き
る
対
策
を

と
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
問
先
=
区

政
情
報
室

(
3
8
8
0
)
5
8
3
0

つくばエクスプレス・イメ
ージキャラクター名は、
「スピーフィ」に決定
2月5 日、つくばエクスプレス秋葉原

駅構内で、イメージキャラクターのネー
ミング発表会と表彰式、そしてお披露目
が行われました。一般公募1 万3, 000通を
超える中から選ばれたのは、「スピード
( 速さ)」と「グッドフィーリング( 心地
良さ)」を合わせた「スピーフィ」でした。
今後、スピーフィが、つくばエクスプ
レスのさらな
る知名度アッ
プに貢献する
ことが期待さ
れます。 問
先= つくばエ
クスプレス推
進係
3880- 5719

素敵な名前が付きました。
これからよろしくね!

お休みします
□ 図書館臨時休館のお知らせ
館内消毒や防災点検などのた

め、一部の図書館が臨時休館と

なり ます。開館中の図書館を利
用してください( 表1) 。 問 先=

中央図書館 　5813 ―3740

表1　3 月の図書館臨時休館日一覧
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「
千
住
仲
町
創
業
支
援
館

は
ば
た
き
」
入
居
者
募
集

千

住

仲
町

創
業

支
援
館

「
は

ば
た

き
」(
千
住

仲
町
2
4
-
2
)

は

、
意

欲

あ

る
起

業
家
(

区
内

外
問

わ

ず
)

の

経

営
活

動
を

支
援

す

る
賃

貸

オ

フ
ィ

ス
で
す

。
入

居
者

に
限
ら

ず

、
一
般

の
創
業

相
談

に
も

創
業
指

導
員

が
対

応
し

て

い
ま

す
(

予
約

制
)

。

募
集

室
数
=
1

室
(
2
3

・
8

㎡
)

入
居

期

間
=
2

年

間
(

審

査
に

よ
り
1

年

に

限

り

延

長

可

能
)

申

込
=

必
要

書

類

を
持
参

ま

た
は

郵
送

※
申

込

用

紙

・
募
集

要
項

は

、
新
産

業
支

援

課

で

配
付

。
施

設
概

要
な

ど
く

わ
し

く

は

、
募
集

要
項

を

ご
覧
く

だ

さ

い

。

要
項

は

、
区

・
ホ

ー

ム
ペ

ー
ジ
か

ら

も

ダ

ウ
ン

ロ
ー
ド

で
き

ま
す

期

限
=
3

月
2
5
日

消
印
有

効

申

・
問

先
=

新

産

業
支

援
課
事

業
係

〒
1
2
0・
8
5
1
0

中

央
本

町
I
-
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
1
8
4

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p
/

「
こ
ど
も
・
ゆ
め
・
ク
ラ
ブ
」

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
中

1
7年
度
か
ら
新
し
く
始
ま
る
「
こ

ど
も
・
ゆ
め
・
ク
ラ
ブ
」
の
、
運
営

や
指
導
を
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
活
動
日
=
土
・
日
・

祝
日

場
所
=
こ
ど
も
科
学
館

対

象
=
高
校
生
以
上
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
で
き
る
方

内
容
=
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
た
作
品
づ
く
り
/
ロ

ボ
ッ
ト
操
作
/
星
空
観
察
/
ビ
デ
オ

撮
影
ほ
か

説
明
会
を
行
い
ま
す

日
時
=
3
月
2
0日
㈲
、
午
後
3
時
～
5

時

場
所
=
こ
ど
も
科
学
館

申

込
=
当
日
直
接
会
場
ヘ

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

【
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
】

足
立
区
青
少
年
育
成
プ
ラ

ン
〔
第
二
次
〕
(
素
案
)
の

意
見
を
募
集
し
ま
す

青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
わ
る
施

策
を
体
系
化
し
て
、
総
合
的
か
つ
効

果
的
に
施
策
を
進
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
策
定
し
ま
す
。
素
案
に
つ
い

て
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
広
く
募
集
し

ま
す
。
対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
、
ま
た
は
区
内
に
事
務
所

な
ど
を
持
つ
法
人
・
そ
の
他
の
団
体

申
込
=
郵
便
、
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー

ル
で
、
住
所
、
氏
名
ま
た
は
名
称

(法
人
や
団
体
は
代
表
者
氏
名
)
、電

話
番
号
、
意
見
を
明
記

期
限
=
3

月
1
7
日

必
着

申

・
問

先
=

青

少

年

セ

ン

タ
ー
社

会
教

育

〒
1
2
3・
0
8
4
1

西

新
井
1
-
4
-
1
7

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

(
3
8
5
6
)
5
5
3
0

s
e
i
s
h
o
u
n
e
n
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p

宮
城
ゆ
う
ゆ
う
公
園
風

力
発
電
機
の
愛
称
募
集

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
風

力
発
電
機
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す

。

申
込
=
(

ガ
キ
に
住
所

、
氏
名
(

ふ

り
が
な
)
、
年
齢
、
電
話
番
号

、
愛
称

名

、
命
名
の
理
由
を
明
記

期
限
=
3

月
1
0
日
消
印
有
効

※
く
わ
し
く

は
、
区
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い

申
・
問
先
=
環
境
課
計
画

〒
1
2
0・
8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

　
(
3
8
8
0
)
5
9
3
5

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p
/

風
力
発
電
機
イ
メ
ー
ジ
。
上
部
円

筒
部
の
み
緑
、
ほ
か
は
銀
色
(
高

さ
‥凵
m
X
幅
3
.
8
m
)

「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
」

を
め
ざ
し
て

子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
る

最
近
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
、
子

ど
も
が
被
害
者
と
な
る
犯
罪
が
多
く

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
を
対

象
と
す
る
連
れ
去
り
や
性
犯
罪
と
い

っ
た
犯
罪
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
だ

れ
が
被
害
に
遭
う
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。区

内
で
も
、
登
下
校
中
の
子
ど
も

が
、不
審
者
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
る

と
い
っ
た
ヶ
I
ス
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
保
護
者
は
、
子
ど
も
か
ら
「
変

な
大
に
声
を
掛
け
ら
れ
た
」
と
聞
い

た
場
合
、
迷
わ
ず
に
Ⅲ
番
し
、
さ
ら

に
近
所
の
人
に
も
知
ら
せ
る
な
ど
し

て
、
注
意
を
促
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
子
ど
も
に
は
、「
い
か
の
お
す

し
」
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

▽
知
ら
な
い
大
に
つ
い
て
「
い
か
」

な
い

▽
知
ら
な
い
人
の
車
に
「
の
」

ら
な
い

▽
「
お
」
お
声
を
出
す

▽
「
す
」ぐ
逃
げ
る

▽
大
人
に
「
し
」

ら
せ
る

□
青
少
年
の
健
全
育
成
に
向
け
て

昨
年
都
で
は
、
青
少
年
の
健
全
な

育
成
を
図
る
た
め
、
青
少
年
育
成
条

例
を
改
正
し
ま
し
た
。
主
な
改
正
点

は
、「
深
夜
外
出
や
興
行
場
立
入
り
の

制
限
≒
不
健
全
な
図
書
類
の
販
売
な

ど
の
制
限
」
な
ど
で
す
。

警
察
で
は
、
条
例
に
違
反
し
た
業

者
の
取
り
締
ま
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。
家
庭
や
地
域
で
は
、「
規
則
正
し

い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
る
≒
深
夜

に
徘
徊
し
な
い
≒
社
会
生
活
上
の
ル

ー
ル
を
守
る
」
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

に
繰
り
返
し
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

区
で
は
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
を
め

ざ
し
、
防
犯
・
防
火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
警
察
・

消
防
・
事
業
者
な
ど
の
協
力
を
得
て
、

防
犯
・
防
火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
i
k
i
.
n
e
.
j
p
/

《
危
機
管
理
室
》

催
し
物
ガ
イ
ド
定員に先着順
とあるものは3
月1 日

から受け付け

春
花
品
評
展
示
会

区
内
花
き
農
家
が
栽
培
し
た
約
6
0

点
の
花
を
展
示
。
展
示
品
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
販
売
も
行
い
ま
す
。

□
展
示
会

日
時
=

▽
3
月
9
日
㈲
、
午
後
1
時

～
5
時

▽
1
0日
困
、
午
前
8
時
3
0

分
～
午
後
1
時

場
所
=
区
役
所
I

階
区
民
ロ
ビ
ー

□
展
示
品
の
販
売

日
時
=
3
月
1
0日
團
、
午
後
2
時
3
0

分

場
所
=
区
役
所
正
面
広
場

※
1

人
I
点
。
状
況
に
よ
り
整
理
券
配

布

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
農
業
係(

3
8
8
0
)
5
8
6
6

教
育
相
談
講
演
会
「
不
登
校
生

徒
の
将
来
を
考
え
る

～
社
会

的
経
済
的
自
立
に
む
け
て
～
」

日
時
=
3
月
1
2日
倒
、
午
前
1
0時
～
H

時
3
0分

対
象
=
区
内
小
・
中
学

校
に
通
う
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
と

教
育
関
係
者

講
師
=
鈴
杢
咼
弘
氏

(前
都
立
足
立
新
田
高
校
校
長
)

定
員
=
1
0
0人(
先
着
頽
)

申
込
=
電

話

場
・
申
・
問
先
=
教
育
研
究
所

　
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

春
の
施
設
見
学
会
参
加
者
募
集

日
時
=
3

月
3
0
日
㈲

、
午
前
8

時
2
0

分

、
区
役
所
集
合

場
所
=

中
央
防

波
堤
外
側
埋
立
処
分
場

、
日
本
科
学

未
来
館

対
象
=

区
内
在
住
・
在
勤

の
小
学
生
以
上
の
方
(
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
)

内
容
=

最
終
処
分
場

を
見
学
し
て

、
ご
み
の
行
方
を
確
認

し
ま
す

定
員
=
8
0
人
(
抽
選
)

費

用
(

昼
食
代
)
=

▽
中
学
生
以
上
・
:

千
円

▽
小
学
生
:
8
5
0円

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に
住
所

、
氏
名
(

フ
リ

ガ
ナ
)
、
年
齢

、
電
話
番
号

、
「
春
の

施
設
見
学
会

」
を
明
記

期
限
=
3

月
1
0
日
必
着

申
・
問
先
=

あ
だ
ち

再
生
館
(
月
曜
日
休
館
)

〒
1
2
0・0
0
1
1

心
m卜
m
(本
町
2
l
9
I
I

(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

郷
土
博
物
館
の
催
し

□
企
画
展

「
永
沢
ま
こ
と

足
立
6
0

景

～
水
面
の
あ
る
風
景
～

」

日
程
=
3

月
1

日
～
4

月
1
0
日

内

容
=
区
内
出
身
の
画
家
永
沢
ま
こ
と

氏
の

「
足
立
6
0
景

」
か
ら

、
水
辺
の

風
景
を
展
示

□
第
2

土
曜
日
(

無
料
公
開
日
)

は

映
画
会

日
時
=
3

月
1
2
日

、
午
前
H

時

お
ぐ

せ
きそ
ん
し
ゃ

こ
う

内
容
=

「
尾
久
の
石
尊
社

～
講
を

受
け
継
ぐ
人
た
ち
～
」
(
2
0分
)
…
江

戸
時
代
か
ら
霊
石
を
祭
り
信
仰
す
る

人
々
と
そ
の
つ
な
が
り
/

「
し
尿
の

ゆ
く
え
」
(
3
0分
)
・
:
毎
日
大
量
に

排
泄
さ
れ
る
人
糞
尿
の
処
理

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問

先
=
郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

N
P
O

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
催
し

□
体
験
教
室
「
お
や
こ
d
e
リ
ト
ミ
ッ

ク
」

日
時
=
3
月
9
日
㈲
、
午
前
1
0時
3
0

分
～
正
午

場
所
=
こ
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー

対
象
=
I
～
3
歳
ま

で
の
子
ど
も
と
保
護
者

内
容
=
リ

ト
ミ
ッ
ク
/
ゲ
ー
ム

講
師
=
N
P
O

法
人
リ
ト
ミ
ッ
ク
研
究
セ
ン
タ
ー

ス
タ
ッ
フ

定
員
=
親
子
3
0組
(
抽

選
)

申
込
=
(

ガ
キ
に
住
所
、参
加

親
子
の
氏
名
、
子
ど
も
の
月
齢
、
電

話
番
号
、「
N
P
O

体
験
教
室
希
望
」

を
明
記

期
限
=
3
月
4
日
必
着

□
講
演
会
「
あ
な
た
が
主
役
で
ま
ち

が
輝
く
・
難
問
解
決
!
　

ご
近
所
の

底
力
の
ヒ
ミ
ツ
」

日
時
=
3
月
1
9日
田
、
午
後
1
時
～
3

時

場
所
=
エ
ル
ー
ソ
フ
イ
ア

内
容
=
N
H
K

の
人
気
番
組
「
難
問

解
決
!

ご
近
所
の
底
力
」
の
司
会

者
が
、
魅
力
あ
る
市
民
活
動
の
秘
け

つ
に
つ
い
て
話
し
ま
す

※
手
話
通

訳
あ
り

講
師
=
堀
尾
正
明
氏
(
N
H
K

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
)

定
員
=
2
5
0

人
(
抽
選
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話

番
号
、
手
話
通
訳
希
望
の
有
無
を
明

記

※
連
名
不
可

期
限
=
3
月
8

日
必
着

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
・
問
先
=
N
P
O

活
動
支
援
セ
ン

タ
ー

〒
回
・
0
8
5
1

梅
田
7
-
1
3
-
I

(
3
8
4
0
)
2
3
3
1

3月の国民年金の相談
国民年金保険料の納付などについて相
談を受け付けます。

※ いずれも時間は、午前10時～午後3 時30分
※ 足立社会保険事務所の年金担当者も参加

審議会等の公開( 3 月分)

会議は公開です。傍聴方法など、くわしくはお問
い合わせください。

パブリックコメント( 3 月分)

区民の方から意見を募集します。くわしくはお問い
合わせください。ひ

ろ
ば

=
会
員
募
集
=

☆
日
曜
く
ら
ぶ
(
社
交
ダ
ン
ス
)

日
曜
日
/
午
後
1
時
～
4
時
3
0分
/

常
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
図
書
館
/
入
会

金
5
0
0
円
、
月
額
5
0
0
円
/
坂
本

(
3
8
8
2
)
3
4
2
0

掲

示

板

千
寿
第
三
小
学
校
・
元
宿
小
学
校

お
別
れ
会

▽
千
寿
第
三
小
学
校

日
時
=
3

月
2
5日
叫
、
午
後
5
時

場
・
問
先
=
千
寿
第
三
小
学
校

(
3
8
8
8
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～阪神・淡路大震災から10年～

災害に強い、安心して住める
まちづくりを進めています

環状七号線以南の密集住宅市
街地は、阪神・淡路大震災や新
潟県中越地震のような大規模な
地震が起こると、大きな被害を
受ける危険性が高い地域です。
区は、区民の生命や暮らしを守
るため、災害に強いまちづくり
を進めています。

密集住宅市街地の防災まちづくり

防災まちづくりには、道路・公園な
どの公共施設の整備と、防災訓練な
どの活動により、地域住民の防災意
識を高め、住民同士の気持ちをつな
げていくまちづくりが重要です。
区は、各種事業を行うと共に、ま
ちづくり協議会を組織して地域住民
と協議し、住民参画を基本とした協
働による防災 まちづくりに取り組ん
でいます。

様々な防災まちづくり事業
を行っています

□ 住宅地の密集を改善する住宅市街
地総合整備事業( 密集 事業)
関原一丁目地区、足立一・二・三丁目

地区、西新井駅西口周辺地区( 図1) 　
密集住宅市街地 では、防災上 ・居

住環境上の課題をかかえてい ます。
防災性 の向上、住環境 の整備、良質
な住宅 の供給などを目的 として、道
路 の拡幅や公園の整 備、老朽建築物
などの除却、 共同化( 隣同士が敷地
を一体に活用 し、 協働して建築する
こ と) や木造アパート の建替費用 の
助成な どを総合 的に行ってい ます。

□ 燃えにくいまちをつくる都市防災
不燃化促進事業
放射11号線地区( 尾久橋通り)、補

助136号線関原・梅田地区で概ね沿道30m
以内の区域 ※ 今後、補助136号

線扇・本木地区で、事業を行う予定で
す( 図1 ■ )
災害発生時の延焼を遮り、安全に

逃げるための避難路を確保するた
め、特に整備を急ぐ必要がある道路
の沿道を不燃化促進区域に指定して
います。区域内で整備基準に合う不
燃建築物を建築する方に、建築費の
一部を助成しています。
□ 地域の防災意識を高める防災生活
圏促進事業
西新井駅西口周辺地区( 図1 　)　
防災まちづくりの重要性につい
て、意識を高めています。
小学校の体育館で一泊 訓練を行

い、実際に災害が起きた場合を想定
した避難所生活の体験をしたり、仮
設住宅の建設など、まちの復興に向
けた検討を行っています。

住みよい、防災性の高いま
ちをつくるために、建て替
えのルールを定めます
密集事業や防災生活圏促進事業の

一部区域では、事業と合わせ、地区
計画も導入し ます。建物を建てる際
には火に強い建物にすること、道路
拡幅や避難路確保など、敷地や建物
に関する建て替えルールや、道路や
公園などの整備計画を定めます。
これにより、まちの快適性・防災

性の向上をめざし ます。また、地震
による延焼火災対策として、「新たな
防火規制」を導入し、火に強い建物
への建て替えを誘導して、まち全体
を火に強いまちにしていきます。
定めた建て替えルールを、6月中

旬から各地区で適用する予定です。

協働による防 災まちづくり

大地震はいつ襲ってくるか分かり
ません。日ごろから地震に備えてい
た地域ほど復興も早くなります。防
災訓練など地域活動への参加や、狭
い道路のセットバック( 建物を道路

などから後退させて建てること) に
よる拡幅など、一人ひとりの防災を
意識した行動と地域の皆さんの協力
が必要です。
区と地域の皆さんの力 を合わせ

て、災害に強い、安心して住めるま
ちをつくっていきましょう。

図1
防災まちづくり
事業地域

■ 防災上危険な密集住宅市街地の特徴
狭小な敷地に建物が密集している 　地域内の道路が狭く、公園などの空き地が不
十分 　古い木造の建物が多く存在する の3 点が挙げられます。このような市街地
では延焼しやすく、避難や消火・救出活動が困難なため、大規模地震時には大火とな
る危険性が高いといえます。

まちづくりに関する
相談を受け付けます

地域の皆さんが円滑にまちづくり
を進められるよう、まちづくり推進
委員やカウンセラーを派遣していま
す。「推進委員」は、地域を代表す
る相談者として、「カウンセラー」
は専門的な助言者として、まちづく
りのためのお手伝いをします。区内
の団体などで、まちづくりに関心を
持っている方や具体的な計画を考え
ている方は、ぜひご相談ください。
問先= まちづくり推進係

3880- 5933
お問い合わせ 防災まちづくり係 　3880- 5187

密集まちづくり係 　3880- 5181

スケッチあだち
まちの情報・話題をお待ちしています。　問先= 広報係 　3880- 5815

犬のふん　 おいていがないで!

足立区まちをきれいにする条例
地域活動支援係 　3880- 5856
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荒川で見つけた小さな春
荒川河川敷に一足早く春の便りが届いています。その

主役は、小さな花々。いつもは見過ごしがちですが、野に
咲く春の草花を探しながら、荒川を散策してみませんか。
問先= 足立区荒川ビジターセンター 　5813- 3753

この 花 な ぁ～ に?

ヒント①別名ペンペン
草 ②花の形が、踊り
子に似ている ③初
夏になると、ガラスのよ
うな黒い豆をつける
④仏様の座る台座の
形に葉が似ている 答

えは右下に

① ▼ ②

③ ▼ ④

答え①ナズナ
②ヒメオドリ
コソウ ③カ
ラスノエンド
ウ ④ホトケ
ノザ

未来の消防士　 出動!
勇敢な消防士は、いつの時代も子どもたちが
憧れる仕事の一つです。2 月11日、足立消防署
( 梅島2- 1- 1) で、消防士の「体験」や消
防署の施設見学などができる「オープン消防署」
が行われました。
参加した親子は約500人。消防車の運転席に座

ったり、消防士の防火服を着たりと、子どもた
ちは消防士気分を
味わいました。
中でも一番人気
だったのは、はし
ご車の乗車体験。
高さ30m まで届く
その高さに、子ど
もたちは大喜び。
将来、消防士と

し て活 躍 する 子
が、ここから生ま
れるかもしれませ
ん。

「
消
防
士
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た
ち
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、
こ
ん
な
に
重

い
格
好
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
ん
だ
ね
」

古紙配合率100% 再生紙を使用しています H. B　290, 710


